





















































































































壁体 コンクリート 20 1． 200
合板 11 01 20
防水モルタル 1．52 0．9 20
アスファルトルーフィング 11 01 10
屋根 コンクリー｝ 20 1 250
牢気層 1、 no2 300f5）
△ 11 1 1
Res泌en血1
口 110 0．1 10
壁体 牢気層 13 002 100f5、
△ 110 01 10








△ 110 01 20
Table　1　Materials　of　each　buildin£　for　numerical
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　長波放射率は，日射吸収率ほど表面温度に影響を与えない．また，建物表面と同様に放
射率を1．0と設定する．また，街区内の道路交通はないものとした．
2）裸地及び植生
　芝地，裸地，樹冠の表面温度は，回帰式5）6）7）をフィリピンの気象条件下を外挿して適用
する．樹冠の日射透過率および樹冠の形状は，現地調査や文献8）から設定する．
3）気象条件の設定
　街区の熱収支シミュレーションに必要な気象データは筆者らが行ったマニラ市街地に
おける1998年3月の観測データ9）に基づいて作成した（Fig．2）．
　室内側総合熱伝達率は実用値として使われている値として9．3W／m2Kを与えたIo）．
4．2　熱画像の作成
　各代表街区の全表面の表面温度分布の計算結果の一例を示す（Fig．3）．計算結果は，各
街区の表面温度分布の特徴をほぼ再現できている．例えば，13：30においてはアスファル
ト舗装道路の表面温度は50℃，トタン屋根は60℃以上である．20：00では，アスファルト
道路は30℃，トタン屋根は急激な冷却の進行により26℃となるが，RC造建物の屋根は熱
容量が大きく30℃を示している．
　　　　　　　　　　　　5．HlPマップの特徴の解析
5．1　代表街区のHlPの日変化
　選択した代表街区全てに対してHIPを計算した．その結果をFig．4に示す．8：00～10：00
では，residentialのHIPの増加力曙しく，commercialのRC造建物に比較して建物壁体の熱
容量が小さいことの影響が表れている．13：00における街区のHIPの分布幅は11℃（11．5～
22．5℃）である．ここで，全て樹木で覆われている街区のHIP（点線）は，13：00では1℃未
満であり，街区内の植樹方法によって街区のHIPは1．0～22．5℃の幅をとりうることにな
る．14：00－19：00まではいずれの1躯も急激にHIPは減少する．19：00以降はcommercial
のHIPは他に比較して減少の度合いは小さく，その他の街区の建物に対して熱容量が大き
いことの影響が表れている．0：00におけるHIPの幅は3．0℃（－3．0～0．0℃）であった．
5．2　メトロマニラのHIPマップの特徴
メトロマニラ全域においてのHIPの分布を把握するためにこの代表的と考えられる3つの
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HIPマップの作成によるメトロマニラ市街地の熱環境評価
Fig　3　Exa㎎ples　of㎜rical　simulation　resultof　surface
　　　　tem　xerature　distribut　ion　of　each　blocks
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F19．5HIP　map　of　a　part　of　city　in　Metro　Ma－
nl　la（13：00）
（Color　code　of　HIP　isthe　same　as　Fig．　6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　0　　　　5　　　10km
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HIP（℃）
Fig．4　Diurna1　change　of　HIP　in　IVk）tro　Manila　　　Fig．6　HIP　contour　map　in　Metro　Man　i　l　a（13：00）
一41一
飯野秋成・塚本健二
時間帯において前述のHIPマップ作成の考え方に基づきメトロマニラ全域のHIPマップを
作成した．一例として13時のHIPマップの一部をFig．5に示す．
　MANILA，MAKATI地区の街区は，大規模なショッピングモールやオフィス街が存在して
いることから熱容量の高いRC造街区が多くなっているが，このとき確かに，周辺地区の
街区と比較してHIPが約10℃高くなっている街区が多い．その一方で，　MAKATIの高級住
宅地であるFORBES　PARKは建ぺい率が約30～40％，緑被率30～40％であり，樹木が住宅
を覆うように生えているため，HIPが小さい．
　さらに，メトロマニラ全域においてのHIPの分布をみるためのHIPの平滑化処理を行い，
HIPマップをコンターマップで表現した（Fig．6）．これより特にメトロマニラの中心部であ
るMANILA，　MAKATIそしてQuEzoNの大規模ショッピングモールが存在するcuBAo
の周辺部にHIPのコンターのピークが位置していることがわかった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．まとめ
　本研究により，以下の知見を得た．
1）メトロマニラの街区を，街区の3次元形状と構成材料の観点から類型化した．HIPマッ
プを作成するための街区全表面の熱収支数値シミュレーションにおいて，メトロマニラの
街区を代表できる街区を決定した．
2）熱収支数値シミュレーションのためのSDB（シミュレーション支援データベース）を作
成した．これを用いたシミュレーション結果の妥当性を示した．
3）メトロマニラの熱環境を把握する手段として熱環境指標であるHIPを用い，メトロマニ
ラの熱環境を定量的に評価した．さらにHIPマップを作成し，よりわかりやすい表現方法
を工夫することで視覚的にも熱環境を把握することができた．
今後は，メトロマニラ市街地を中心として半径50㎞圏内のHIPマップを作成するとと
もに，特に空調による建物のエネルギー消費を合わせた形で，「環境共生都市」を志向した
将来のHIPマップの作成による熱環境評価予測の評価を行う．
　本研究は平成11年度日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業「アジア地域の環境の保
全」（代表　大町達夫）の一環として行ったことを付記する．
引用文献
1）lino，A．　and　Hoyano，A。，　Development　of　a　method　to　predict　the　heat　island　potential　using　remote　sensing　and　GIS　data，　Energy
2）蹴畿ln鷲縫19署齢』纂面の熱収支シミュレーシ。ンによる細像の作成と者肺の熱環境評価（その1－
3羅昆メ聴警語欝嫌灘よ（璽購端瓢・揚㌔本建築学会大会学㈱寅醐集
　鞘）翻欝竃纏諭撫｝、関する＿屋上芝生植栽の＿整効果第1報
6）購欝鰹警き違蕊頗量認罐焼け込み防止効果旧本建築学会建築環境工学論文集，
；灘淵礁㌔禁讐誓嚥麟裂藷㌘蘂3ぽ櫟㌘機覆麟警麟魏斐：蒜
g）飯野他：メトロマニラのmoマップの作成による熱環境の評価（その1），日本建築学会大会学術講演梗概集（環境工
1當綱i諺鰐違環境学，　PP．89，9。，丸善
一42一
